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1 

はじめに 

 

 平成 17年７月「食育基本法」が制定され、それを受けて大田区で

は平成 18年より食育推進検討会を開催しています。検討会において

各所属での食に関する取り組み状況を共有し、それぞれの分野で活

動を行ってきました。 

 令和７年度は、すべてのライフステージに向けた食育を推進する

べく「食べて健康大田の食育」をテーマとし、各所属の事業の中で、

食の重要性を伝えてきました。 

検討会では令和４年度から、10 月を「大田区食育月間」と定める

こととしました。 

 令和７年度末時点において、検討会全体での取り組み状況及び各

所属の取組状況をまとめましたので、ここに報告致します。 

 

 

令和８年６月 

 

食育推進検討会事務局 



食を通してこころも身体も健康に保ち、
豊かな生活を送れる地域の実現

目
指
す
べ
き
姿

取
り
組
み
の
方
向

生涯を通じた心身の健康を
支える食育の推進

「新たな日常」やデジタル化に
対応した食育の推進

持続可能な食を支える
食育の推進

1.バランスのとれた規則正しい食生活
の実践

2.すべてのライフステージに向けた
食育の推進（子ども、学校、保育所、
健康寿命の延伸）

3.食育に関する啓発と、食環境づくりの
充実、地域と連携した普及啓発

1.食生活における環境への配慮の徹底
2.体験や交流を通じた豊かな人間性の
育成と食の理解促進、農林水産業へ
の理解と地産地消の一層の推進

3.日本の食文化や郷土料理等の理解と
継承

1.「新たな日常」においての食育の実施
（デジタル配信、高齢者等に配慮した
情報提供）

2.自宅での料理や望ましい食生活に
つながるような食育の推進 

3.「全国食育推進ネットワーク」を活用
した情報共有

大田区

食育を支える取り組み

【取り組みの方向】
1.食育にかかわる人材の育成と活動の充実
2.関係者の役割分担とネットワークの充実
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課
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域
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課

健
康
づ

く
り
課

生
活
衛

生
課

ア　乳幼児期における基本的な食習慣の確立 〇 〇 〇

イ　学校における小中学校生への食に関する指導の
　　さらなる充実

〇

ウ　小中学生の食育のための家庭への支援 〇 〇

エ　高校における食育の充実 〇

オ　青年期以降の若い世代を中心とした食育の推進 〇

カ　妊産婦や乳幼児を持つ親への食育の推進 〇 〇 〇

キ　高齢期における食による健康維持の推進 〇

ク　野菜摂取量を増やす取り組みの推進 〇 〇 〇 〇

ア　幼稚園、保育園や家庭で過ごしている子どもの
　　食に関する体験を通じ、関心を育てる取組の推進

〇 〇

イ　学校で食べる力をはぐくむよう、食育の体験を深めた
　　取り組みの推進

〇

ウ　思春期からの過度な痩身の予防対策 〇

エ　職場での健康診断等に基づく食生活改善のさらなる推進 〇

オ　地域における健康づくりの推進 〇

ア　食環境の整備（おおた健康メニュー協力店の登録推進、
　　コンビニエンスストア・商店街との連携）

〇

イ　地域の食品事業者における自ら扱う食の安全に関する
　　情報開示の促進

〇

ウ　食品事業者が自ら行う食の安全を確保するための
　　自主管理の推進

〇

エ　食品表示の適正化の推進 〇 〇

ア　食の大切さを意識した食育の取り組みの推進 〇 〇 〇 〇

イ　食品ロスを削減し、環境へ配慮した食育の推進 〇 〇 〇 〇

ア　乳幼児期における食とのふれあい機会の確保 〇 〇

イ　少年期から青年期を中心とした食に関する体験等の充実 〇 〇

ウ　幅広い層に向けた体験・交流の機会の提供 〇

ア　子どもに対する食事作法の習得 〇 〇 〇

イ　給食等における地場産業物や郷土料理等の導入促進 〇 〇 〇

ウ　日本型食生活の推進、郷土料理等地域の食文化の継承 〇 〇 〇 〇

ア　「新たな日常」の在宅時間の中での家族への食育啓発 〇 〇 〇 〇 〇

イ　リモートを利用した食育の効果的な情報発信 〇 〇 〇 〇 〇

ウ　オンラインによる食育啓発の取り組み
　　（ホームページ等）

〇 〇 〇 〇 〇

ア　子育て世代に向けての家庭調理の啓発 〇 〇 〇 〇

イ　家庭調理を通して、子どもたちへの食育を推進 〇 〇 〇 〇

ウ　すべてのライフステージでの家庭調理の啓発 〇 〇 〇 〇 〇

ア　農林水産業への関心と理解を深める取り組みの推進 〇

イ　「全国食育推進ネットワーク」を活用した情報発信 〇

ウ　「全国食育推進ネットワーク」による効果的な
　　食育活動の実践

〇

ア　保育・教育機関における推進体制の充実 〇 〇 〇

イ　社会人を対象とした推進体制の充実 〇

ウ　食育に係る多様な人材の育成と活動の促進 〇

ア　活動主体同士の情報共有と連携の強化 〇

イ　既存のネットワークを活用した関係者間の情報共有 〇

ウ　食育に関する情報発信の充実 〇 〇 〇 〇 〇

体験や交流を通じた
豊かな人間性の育成と

食の理解促進、農林水産業
への理解と地産地消の一層

の推進

食育に関する啓発と、食環
境づくりの充実、地域と連

携した普及啓発

食
育
を
支
え
る

取
り
組
み

「新たな日常」においての
食育の実施（デジタル配
信、高齢者等に配慮した情

報提供）

自宅での料理や望ましい食
生活につながるような食育

の推進

「全国食育推進ネットワー
ク」を活用した情報共有

関係者の役割分担と
ネットワークの充実

食育にかかる人材の
育成と活動の充実

日本の食文化や
郷土料理等の理解と継承

≪大田区食育の取り組み　体系図≫

持
続
可
能
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育
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進

「
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な
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常
」

や
デ
ジ
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目
指
す
べ
き
姿
に
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て
の
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み

生
涯
を
通
じ
た
心
身
の
健
康
を
支
え
る
食
育
の
推
進

バランスのとれた
規則正しい
食生活の実践

　すべてのライフステージ
に向けた食育の推進

（子ども、学校、保育所、
健康寿命の延伸）

.食生活における環境への
配慮の徹底

学童・思春期   7～19歳

青年期・壮年期 20～64歳

高齢期  65歳～
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●令和7年度食育実施事業【健康づくり課】

健康-1 事業名： 令和6年度食育推進検討会報告書の配布

対象

内容

備考

健康-2 事業名：地域活動栄養士への支援（栄養オンライン講習会）

対象

内容

備考

健康-3 事業名：ホームページによる情報提供

対象

内容

備考

健康-4 事業名：若者への食育啓発事業

対象

内容

備考

栄養・食育関係、子ども・学校関係及び行政職員など

食育推進関係部署の取り組みをまとめ、関係部署（保育園長会、児童館長会、小中学校校長会
など）、区民に配布した（区政情報コーナー）。

媒体：食育検討会報告書

区内在住・在勤の管理栄養士・栄養士等

講習会の開催
日　時　：令和８年３月10日（火）　午後２時00分から午後３時30分まで
テーマ　：「健康長寿を目指した糖尿病食事療法：メタボ対策からフレイル対策まで」
講　師　： 東京都健康長寿医療センター　糖尿病・代謝・内分泌内科
　　　　　 フレイル予防センター長・健康長寿医療研修センター長　荒木　厚　氏
参加人数：19人

Webexを使用したオンラインでの講習会を実施した。

区民

・健康教育及び食育活動の推進のため、ホームページを活用して「健康バランスメニュー」を
　紹介している。
・平成27年度から食環境整備として開始した「おおた健康メニュー協力店」について、
　大田区ホームページ、大田区公式Xを活用して区民への普及啓発を図っている。
・妊娠期や乳幼児の保護者向けに「妊娠期の食事のポイントとレシピ」
　「かんたん離乳食の作り方（動画、レシピ）」を掲載している。
・食育の取組みとして、「おおたの食育」「やさいを食べようぴょん」
 「食育クイズに挑戦！」を掲載している。
・生活習慣病予防の取組みとして、「生活習慣病予防（野菜・減塩）」を掲載している。
・食料備蓄や災害時の調理法などをまとめた「災害時の食事」を掲載している。
・ライフステージごとの食生活のポイントという内容で、講師による「栄養オンデマンド
　講演会」の動画を掲載している。

区民

若い世代に向けて、将来の生活習慣病予防につなげるため、大田区内商店街の店舗や
コンビニエンスストアでポップ等を掲示し、ミニパンフレットを配布して、野菜摂取を
促した。また、高等学校、専門学校、スーパー等、配布先を追加して、ポスター掲示を
行った。
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●令和7年度食育実施事業【健康づくり課】

　　　　　　　　　

ポスター　　　　　　　　　　　　　　　ミニパンフレット

健康-5 事業名：  おおた健康メニュー協力店　（食環境整備として）

対象

内容

備考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飲食店、小売店

・平成27年から開始した、食を通じて区民の健康づくりを応援する事業である。
・登録店舗は「バランスメニュー」「野菜たっぷりメニュー」「減塩メニュー」のいずれか
　を提供し、「健康メニュー協力店ステッカー」を店頭に掲示する。
・チラシ、ホームページにて、区民への普及啓発を行った。
・令和５年度には健康情報提供店の登録を開始し、令和７年度には媒体を拡充し
　各登録店舗で配布した。
・令和７年度協力店登録店舗数：66店舗　　　　登録店累計：92店舗

ステッカー

協力店一覧チラシ
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●令和7年度食育実施事業【健康づくり課】

健康-6 事業名：栄養成分表示の普及・啓発

対象

内容

備考

食品業者向けチラシ　　　　　　　　　　　　　ホームページ掲載記事

区民、区内食品関連事業者

・栄養成分表示について食品業者への周知を行った。
（食品衛生講習会でのちらしの配布）
・ホームページに栄養成分表示に関する記事を掲載した。

健康情報提供店媒体（ミニチラシ）
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●令和7年度食育実施事業【生活衛生課】

生-１ 事業名：食の安全性に関する基礎的な知識の普及

対象

内容

備考

生-2 事業名：保健所メール配信情報提供サービス

対象

内容

備考

生-3 事業名：手洗い実験キットの貸し出し

対象

内容

備考

生-4 事業名：手洗い講習会

対象

内容

備考

生-5 事業名：食品衛生パネル展示

対象

内容

備考

生-6 事業名：街頭相談

対象

内容

備考

・区民を対象に食品衛生に対する相談コーナーを実施した。
・食品衛生に関するパネルの展示やチラシの配布を行い、食品衛生の知識を普及した。
・年間1回開催
・開催会場　田園調布せせらぎ館

媒体：パネル、チラシ

区民・区内事業者・区内団体

・汚れに見立てた専用ローションを手全体に塗り広げ、その後普段の手洗いを実施し、
　暗所でブラックライトに手をかざすことで、手の汚れの洗い残しを目で確認できる
　手洗い実験キットの貸し出しを実施した。
・年間54回貸し出し

申込方法：LoGoフォーム、電話

・食品衛生に関するパネルの展示やチラシの配布を行い、食品衛生の知識を普及した。
・年間2回開催
・開催会場　大田文化の森、グランデュオ3階東西連絡通路（食育フェア内ブース）

媒体：パネル、チラシ

区民

区民

区民

・区報　年間２回掲載
・デジタルサイネージ　年間２回放送
・地域力推進会議　年間２回　資料の配布
・チラシの配布
・大田区ホームページ

乳幼児を持つ母親や児童

・パネルシアターを使用し、手洗いのタイミングについての講習を実施後、
　手洗い実験キットを使用し、参加者と手の汚れの洗い残しについて確認した。
　最後に、正しい手の洗い方について説明した。
・子ども家庭支援センターで4回、子育てひろばで1回、児童館・放課後ひろばで7回、
　保育園で1回実施した。

協力：子ども家庭支援センター　　媒体：パネルシアター、手洗い実験キット、チラシ

メール配信登録者

・感染症、食中毒発生状況及び公衆衛生情報等を登録者に発信した。
・年間12回配信（毎月定期12回）

媒体：電子メール
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●令和7年度食育実施事業【生活衛生課】

生-7 事業名：大田区ナナハト学校

対象

内容

備考

生-8 事業名：大田区食の安全・安心意見交換会

対象

内容

備考

    

区民、食品等事業者

・年間１回開催
・食品衛生について消費者・事業者・行政の三者の相互理解を図ることを目的として
　開催している。
・令和７年度は、株式会社メリーチョコレートカムパニーの品質管理部の担当者にご登壇
　いただき、食品工場における食品衛生の取り組みについての講演をしていただきました。
　加えて、チョコレートのテンパリングについてのお話、チョコレートを用いて
　ミルフィーユ生地へのトッピング体験を実施していただいた。
　大田区保健所からは、食品衛生監視員の仕事や食品表示に関する講義のほか、まな板の
　洗い方について、洗浄・消毒が正しくできる方法を体験していただいた。

媒体：講演、体験、チラシ

区民

・大田区と企業との連携イベントでブースを出展した。
・食品衛生に関するパネル展示、アニサキス観察、食品衛生クイズ、手洗い残し観察、
　食品衛生相談コーナーを実施した。
・開催会場　イトーヨーカドー大森店

媒体：パネル、チラシ、風船、アニサキスキーホルダー

▲ 開催案内チラシ

▲ 当日の様子1

▲ 当日の様子 ▲ 配布したアニサキスキーホルダー

当日の様子2 ▶
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●令和7年度食育実施事業【地域健康課】

地健-１ 事業名： 児童館における健康教育

対象

内容

備考

地健-２ 事業名：栄養情報の普及

対象

内容

備考

地健-3 事業名：朝食啓発リーフレット配布

対象

内容

備考

３歳の子を持つ保護者

・食習慣の基礎を作る幼児期から朝食の大切さを啓発するため、３歳児健診でリーフレット
　を配布している。リーフレットの二次元コードからは、大田区ホームページの「かんたん
　朝食メニュー」を閲覧することができる。

媒体：リーフレット「家族で一緒にたべよう!!　おいしく！げんきに！朝ごはん」　　

・リーフレット「朝ごはん食べて元気もりもり！！」を地域活動栄養士会との協働
　で作成し、区内学童保育室利用者に配布している。

　媒体 : リーフレット「朝ごはん食べて元気もりもり！！」　　

学童保育室を利用している児童の保護者

学童保育室を利用している児童      

・児童館を利用している児童に対して食品の組み合わせ（主食・主菜・副菜）や野菜の
   種類など、媒体を使用して食への興味の動機づけとして実施している。
　（地域活動栄養士会との協働で実施）
　年間  28回実施　　参加人員　963名

　媒体：パネルシアター「元気号は出発できるかな？」
         「うんちでわかる おなかのちょうし」･「やさいをいっぱい食べよう」
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●令和7年度食育実施事業【地域健康課】

地健-4 事業名：育児学級（９～11か月）

対象

内容

備考

地健-5 事業名：おとなの食育講座

対象

内容

備考

地健-6 事業名：栄養講座

対象

内容

備考

地健-7 事業名：生活習慣病予防パネル展示

対象

内容

備考

９～11か月児の保護者

・９～11か月児の育児学級開催時に離乳食の内容と併せて、家族全体の
  健康づくりや生活習慣病、骨粗しょう症などを予防するための食育を実施
  している。
  年間48回実施　　参加人数　530名

幼稚園や児童館を利用している乳幼児の保護者

・幼稚園の保護者や児童館を利用してる乳幼児の保護者等に、自分と家族の健康づくりを
　考えるきっかけづくりのための講座を実施している。
　年間7回実施　　参加人数　38名

　　　

成人

・栄養や食事に関する身近なテーマで健康づくりや栄養改善のための教室を実施している。
　年間４回実施　参加人数  51名　テーマ「備えて安心！災害時の食事」など

　　　

成人

・地域庁舎や図書館での生活習慣予防のパネル展示、リーフレット、レシピの配布

図書館での展示の様子
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●令和7年度食育実施事業【子育ち支援課】

子ー１ 事業名：保育園　栄養士による離乳食指導

対象

内容

備考

子ー2 事業名：
地域健康課　栄養士による栄養相談
（栄養士さんによる食に関する話など）

対象 　乳幼児保護者

内容

備考

子ー3 事業名：
地域健康課　歯科衛生士・保健師による
歯科・健康指導（健康教室など）

対象

内容

備考

・虫歯になりにくいおやつの与え方
・虫歯予防　（歯磨き指導・生活リズム）
・噛み合わせについて
・身近な食べ物と砂糖の量
・子どもの食べる機能の発達と口腔ケア
・歯周病について
・個別相談
実施施設数  58 施設

媒体：パネル、レジュメ、パネルシアター、歯科指導、健康指導
地域健康課歯科衛生士・保健師に依頼

・子どもの発達段階に応じた離乳食と進め方の話
・楽しい食事の工夫
・乳幼児の栄養について
・授乳と離乳食について
・栄養バランスについて
・母の健康講座
・お弁当作り、おやつ作り
・個別相談

実施施設数  59 施設

媒体：話、パンフレット、リーフレット、パネル、レジュメ、相談
地域健康課栄養士に依頼

乳幼児保護者

・月齢に合わせた離乳食の紹介
・スピード簡単離乳食や季節の離乳食を紹介
・離乳食の食べさせ方の基本とコツ
・偏食やアレルギーについての話
・栄養指導
・個別相談
・食事相談
実施施設数  10 施設（21回）

媒体：相談会、レジュメ、パネル、写真
栄養士、保育士に依頼

乳幼児保護者　　小学生
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●令和7年度食育実施事業【子育ち支援課】

子ー4 事業名：地域健康課　食育パネルシアター

対象

内容

備考

子ー5 事業名：野菜の栽培活動

対象

内容

備考

子ー6 事業名：食に関する遊び

対象

内容

備考

小学生

乳幼児親子、小学生

 
・乳幼児、小学生への絵本や紙芝居の読み聞かせ
・乳幼児タイムで食べ物の手遊びを行う
・ままごと

実施施設数 全施設

 児童館職員による活動

・うんちの話、食事の話、栄養の話、野菜の話
・パネルシアターで楽しく知識を深める
・タンパク質、炭水化物、ビタミンのバランスを学ぶ
実施施設数  28 施設

媒体：パネルシアター、話
大田地域活動栄養士会に依頼

乳幼児親子　小学生

・小玉スイカ・いんげん・オクラなどの栽培
・野菜の種や苗を植えて世話をすることで、成長を楽しみ収穫の喜びを味わう

実施施設数  9  施設

媒体：栽培活動
児童館職員による活動
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●令和7年度食育実施事業【子育ち支援課】

子ー7 事業名：食生活、マナー指導

対象

内容

備考

子ー8 事業名：広報活動

対象

内容

備考

小学生(学童保育児)

・食育に関するポスターの掲出
・区立保育園の献立表の館内掲示や給食レシピの個別配布
・朝食レシピやお弁当レシピのパンフレット配布
・「離乳食情報コーナー」を設置し、雑誌などの貸出しを行う
　
実施施設数　全施設

媒体：ポスター・チラシ・リーフレット・離乳食掲載雑誌
児童館職員による指導

・お弁当、おやつタイムでのマナー指導
・日常の手洗い指導
実施施設数　全施設

媒体：昼食時(お弁当タイム)、おやつタイム、話、ポスター
児童館職員による指導

保護者
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●令和7年度食育実施事業【保育サービス課】

保-1 事業名： 保育園給食・食材の展示とレシピの提供

対象

内容

備考

保-2 事業名：調理のお手伝いと調理体験

対象

内容

備考

保-3 事業名：野菜・果実の栽培

対象

内容

備考

調理の手伝いや調理体験を通して、料理作りに関わり興味と関心をもつ。
・「グリンピースや空豆のさやむき」「ふきの皮と筋取り」をする。
・ 収穫したさつま芋で、絵本に出てくる「芋もち」を作り味わう。

２～５歳児

保育園利用者

給食の実物展示、食材や給食レシピの紹介から、こどもと保護者の会話のきっかけや食への関
心を高める。
・毎日の給食を実物展示する。
・給食に使用する食材やレシピを伝える。

2～５歳児

食材の栽培に関わることで、身近な存在に親しみを持ち、いのちを大切にする力を培う。
・園庭の畑やプランターで栽培をする。
（なす、ピーマン、きゅうり、さやいんげん、オクラ、とうもろこしや、米、人参など）
・保育士から、栽培物について話を聞き興味を深める。
・種や苗を植え、水やりなどの世話をして、生長過程の観察や収穫を楽しむ。

給食の実物展示 食材の紹介

さやいんげん

給食レシピの紹介

白なす 馬込半白節成胡瓜
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●令和7年度食育実施事業【保育サービス課】

保-４ 事業名：栽培物を使った調理実演

対象

内容

備考

保-５ 事業名：各年齢に合った食に関する話や教材

対象

内容

備考

保-６ 事業名：地域の保護者支援

対象

内容

備考

保-７ 事業名：給食献立表、すくすくPowerえいようだよりの発行

対象

内容

備考

区立保育園の保護者

・毎月、給食献立表をＩＣＴシステムにて配信する。
・毎月、食に関する情報を「すくすくPowerえいようだより」として配信する。

保護者用スマートホンアプリ「コドモン」にて配信

１～５歳児

・三色食品群一覧表を使って、食べ物の働きを知る。
・食具（スプーン・フォーク・箸など）の正しい持ち方を身につける。
・絵本、絵カード、紙芝居などを使用し食事のマナーに気づく。

　

２～５歳児

収穫した野菜・果実を使った調理を見ることで、食材を調理する事に関心を持つ。
・収穫したしいたけをバターソテーにする。
・収穫した爆裂種のとうもろこしで、ポップコーンをつくる。

地域の子育て中の保護者

・簡単にできる食事作りのヒントとなるような情報提供をする。
　（離乳食・幼児食・朝食・簡単レシピなどの紹介と「家庭でつくる離乳食レシピ」の
　　ホームページの更新）
・個別の栄養相談を行う。
・調理実演や試食を通して具体的な食事作りを提案する。

三色食品群一覧表

キャラメルポップコーンづくり
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●令和７年度食育実施事業【学務課】

学-1 事業名： 学校保健研修会

対象

内容

備考

学-2 事業名： 学校で実施する〔健康づくり教室〕

対象

内容

備考

学-3 事業名：学校で実施する〔健康づくり教室〕

対象

内容

備考

学-4 事業名：こどもの健康づくり教室

対象

内容

備考 池上会館にて講話及び実技　　※添付資料あり

小学校・中学校　保護者・学校医・学校歯科医・学校職員・教育委員会

・令和7年度学校保健研修会における大田区教育研究会小学校学校給食部の発表テーマ
：「心豊かな児童の育成～持続可能な社会の担い手となる心豊かな児童の育成～」

・学校保健関係が直面している諸課題について研究協議する場で、学校栄養職員が多角的な指
導実践に向けての研究等を発表した。

・動画配信期間：令和8年４月30日まで
（令和6年度と同様に動画配信という形式をとった。）

＊学校保健会の中の事業としての位置づけ　　　 ※資料添付あり

小学生及び保護者等

・小学校で独自に健康づくり教室を実施している。
（R４年度２校、５年度８校、６年度９校、７年度８校実施）
・学校保健会学術委員会にて学校へ食育に関連するビデオや教材を貸出している。
（R4年度３校、５年度なし、６年度３校、７年度１校に貸出）

講話及び調理実習

中学生及び保護者等

・中学校で独自に健康づくり教室を実施している。
（R４年度開催なし・5年度は2校、6年度3校、７年度２校実施）
・学校保健会学術委員会にて学校へ食育に関するビデオや教材を貸出している。

講話及び調理実習

小学校に通学する児童および保護者

・運動(遊び)：お家で出来る簡単で楽しい運動の紹介。
・食育講座：生活習慣病予防となる調理実習　「蒸しパン」を作る。
・睡眠講座：睡眠の大切さについて説明。

学－１資料
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●令和７年度食育実施事業【学務課】

学-5 事業名：学校給食活動　＜地場野菜の使用＞

対象

内容

備考

学-6 事業名：学校給食活動　＜家庭・地域との連携＞

対象

内容

備考

小・中学生地域の方々

・家庭・地域との連携を図るため、招待給食を学校で実施している。
　
　招待給食…令和5年度小学校    34校・ 中学校 1校
                   令和6年度小学校　 29校・ 中学校 2校
　　　　　　令和7年度小学校　33校・ 中学校 4校

小・中学校

・大田区友好都市である東御市産のきのこ類や果物などの食材を給食に使用している。
・八王子にある「とうきょう元気農場」で栽培された東京都産の野菜を給食に使用し、食育に
　活用している。

媒体：学校給食　　　　※添付資料あり

学－４資料

学－４資料学－５資料

≪姫とうがんを使った献立≫
プルコギ丼
鶏肉と冬瓜のスープ
豆乳花（トールーファ）
牛乳
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●令和７年度食育実施事業【学務課】

学-7 事業名： 学校給食活動　＜家庭への情報提供　献立表の活用＞

対象

内容

備考

学-8 事業名：おおたく学校給食大作戦

対象

内容

備考

学-９ 事業名：食品ロス等によるリサイクル事業の実施及び協力

対象

内容

備考

小学校・中学校

・大田区学校給食週間の実施
・「食いしん坊はねぴょん」の活用
・「みそ汁具材」人気投票実施

小学校・中学校

・学校から排出された学校給食用牛乳空パックの資源化を目的とし回収し、リサイクル事業者
　への搬入事業を行っている。（学務課）
・給食残渣を、家畜の飼料として活用する取り組のため、産廃業者へ分別して排出を行って
　いる。（総務課主体）

小・中学生及び保護者

・毎月の実施献立を家庭に知らせる方法として、「家庭配付用献立表」を発行している。
　献立と共に使用食材について、また栄養に関すること、マナー、食文化等食について
　情報提供し家庭への啓発を行っている。　　（小学校・中学校ともに全校）

媒体：学校給食献立表　及び給食だより　※添付資料あり

学－7資料

©大田区
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●令和７年度食育実施事業【指導課】

指-１ 事業名：  指－１

対象

内容

備考

指-2 事業名：指－2

対象

内容

備考

指-３ 事業名：指－３

対象

内容

備考

指-４ 事業名：指－４

対象

内容

備考

小学校低学年児童

【指導目標】
○食べ物に関心をもつ。
○好き嫌いせずに食べようとする。
○いろいろな食べ物の名前が分かる。

  給食指導　　学級活動

小学校中学年児童

【指導目標】
○楽しく食事をすることが心身の健康のために大切なことが分かる。
○健康に過ごすことを意識して、いろいろな食べ物を好き嫌いせずに食べようとする。
○衛生的に給食の準備や食事、後片付けができる。
○「いただきます」などの食事の挨拶の意味を知ることができる。

  給食指導　　学級活動

小学校高学年児童

【指導目標】
○楽しく食事をすることが、人と人のつながりを深め豊かな食生活につながることが分かる。
○食事が体に及ぼす影響や食品をバランス良く組み合わせて食べることの大切さを理解し、１
　食分の献立が考えられる。
○食品の衛生に気を付けて、簡単な調理をすることができる。

  給食指導　　学級活動

中学校第１学年生徒

【指導目標】
○食べることに興味・関心をもち、食の重要性、食事の喜び、楽しさを理解し、毎日規則正し
　く食事をとることができる。
○心身の成長や健康の保持増進の望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自分の生活や将来の
　課題を見付け、自ら管理していく能力を身に付ける。

  給食指導　　学級活動
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●令和７年度食育実施事業【指導課】

指-５ 事業名：指－５

対象

内容

備考

指-６ 事業名：指－６

対象

内容

備考

指-７ 事業名：指－７

対象

内容

備考

指-８ 事業名：指－８

対象

内容

備考

区立学校全校主幹教諭、主任教諭、教諭、学校栄養職員等

食育推進委員会
・小学校の体育科、家庭科、生活科と中学校の保健体育科、技術・家庭科（家庭分野）、社会
   科、理科を専門とする教員、養護教諭、学校栄養職員から委員を委嘱し、食育の推進のため
   に給食時間に活用できる各教科の視点を取り入れた動画の作成に取り組んだ。
【小学校作成動画内容】食事のマナー、夏に旬の野菜を知ろう、丈夫な体をつくろう、食べ物
と栄養、朝ごはんを食べよう
【中学校作成動画内容】魚について知ろう、お米を食べる国はたくさんある？、よく噛んで食
べよう、感謝の気持ちを忘れない、早寝早起き朝ごはんの掲示

作成動画の公開

区立学校全校

食育リーダーの全校配置及び食育推進チームの全校設置
・各学校における食育推進の中核的な役割を担う食育リーダーを全校に配置した。
・各学校における食育推進のために食育推進チームを設置した。
・食育リーダーは食育推進チームの中心として、各学校の食育を推進した。

食育リーダー研修

中学校第２学年生徒

【指導目標】
○食環境と自分の食生活との関わりについて理解することができる。
○身体の発達に伴う必要な栄養や食品に含まれる栄養素の種類と働きを知り、中学生の時期に
　必要な栄養について理解することができる。

給食指導　　学級活動　　技術・家庭科（家庭分野）

中学校第３学年生徒

【指導目標】
○生活の中で食事が果たす役割や健康との関わりを理解する。
○１日分の献立を踏まえ、簡単な日常食の調理をすることができる。
○食品を安全かつ衛生的に取り扱うことができる。

給食指導　　学級活動　　技術・家庭科（家庭分野）　　保健体育科（保健分野）
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●令和7年度食育実施事業【指導課】

指-9 事業名：指－9

対象

内容

備考

区立学校全校児童・生徒・保護者

「早寝・早起き・朝ごはん月間」
・年２回、5月と１０月を「早寝・早起き・朝ごはん月間」とし、家庭における基本的な生活
   習慣の啓発を図った。
・各学校で創意ある取組を実施した。
   取組例：自己点検カードの活用、ポスター作成・掲示、指導プリント、校長の講話、栄養士
   の講話、標語作り、啓発動画の視聴など

学級活動　学校だより　保健だより　給食だより等、家庭に向けた文書の配布
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食 育 基 本 法 

（平成十七年六月十七日法律第六十三号） 

最終改正：平成二七年九月一一日法律第六六号 

目次 

 前文 

第一章 総則（第一条―第十五条） 

第二章 食育推進基本計画等（第十六条―第十八条） 

第三章 基本的施策（第十九条―第二十五条） 

第四章 食育推進会議等（第二十六条―第三十三条） 

 附則 

 

 二十一世紀における我が国の発展のためには、子どもたちが健全な心と身体を培い、未来

や国際社会に向かって羽ばたくことができるようにするとともに、すべての国民が心身の健

康を確保し、生涯にわたって生き生きと暮らすことができるようにすることが大切である。 

 子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、何よりも「食」

が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本であって、知育、徳育、及び体育の

基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」

を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進する

ことが求められている。もとより、食育はあらゆる世代の国民に必要なものであるが、子ど

もたちに対する食育は心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわたって健

全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となるものである。 

 一方、社会経済情勢がめまぐるしく変化し、日々忙しい生活を送る中で、人々は、毎日の

「食」の大切さを忘れがちである。国民の食生活においては、栄養の偏り、肥満や生活習慣

病の増加、過度の痩（そう）身志向などの問題に加え、新たな「食」の安全上の問題や、「食」

の海外への依存の問題が生じており、「食」に関する情報が社会に氾（はん）濫する中で、人々

は、食生活の改善の面からも、「食」の安全の確保の面からも、自ら「食」のあり方を学ぶこ

とが求められている。また、豊かな緑と水に恵まれた自然の下で先人からはぐくまれてきた、

地域の多様性と豊かな味覚や文化の香りあふれる日本の「食」が失われる危機にある。 

 こうした「食」をめぐる環境の変化の中で、国民の「食」に関する考え方を育て、健全な

食生活を実現することが求められるとともに、都市と農山漁村の共生・対流を進め、「食」 

に関する消費者と生産者との信頼関係を構築して、地域社会の活性化、豊かな食文化の継承

及び発展、環境と調和のとれた食料の生産及び消費の推進並びに食料自給率の向上に寄与す

ることが期待されている。 

 国民一人一人が「食」について改めて意識を高め、自然の恩恵や「食」に関わる人々の様々

な活動への感謝の念や理解を深めつつ、「食」に関して信頼できる情報に基づく適切な判断を

行う能力を身に付けることによって、心身の健康を増進する健全な食生活を実践するために、

今こそ、家庭、学校、保育所、地域等を中心に、国民運動として、食育の推進に取り組んで

いくことが、我々に課せられている課題である。さらに、食育の推進に関する我が国の取り

組みが、海外との交流等を通じて食育に関して国際的に貢献することにつながることも期待

される。 

 ここに、食育について、基本理念を明らかにしてその方向性を示し、国、地方公共団体及

び国民の食育の推進に関する取組を総合的かつ計画的に推進するため、この法律を制定する。 

第一章 総則 

 （目的） 

第一条 この法律は、近年に行ける国民の食生活をめぐる環境の変化に伴い、国民が生涯に

22 



わたって健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむための食育を推進することが緊要な

課題となっていることにかんがみ、食育に関し、基本理念を定め、及び国、地方公共団体

等の責務を明らかにするとともに、食育に関する施策の基本となる事項を定めることによ

り、食育に関する施策の基本となる事項を定めることにより、食育に関する施策を総合的

かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康で文化的な国民の生活と豊かで活

力ある社会の実現に寄与することを目的とする。 

（国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成） 

第二条  食育は、食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健全な食生活を実現す

ることにより、国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成に資することを旨として、行わ

なければならない。 

（食に関する感謝の念と理解） 

第三条 食育の推進に当たっては、国民の食生活が、自然の恩恵の上に成り立っており、ま   

た、食に関わる人々の様々な活動に支えられていることについて、感謝の念や理解が深ま

るよう配慮されなければならない。 

（食育推進運動の展開） 

第四条 食育を推進するための活動は、国民、民間団体等の自発的意思を尊重し、地域の特 

性に配慮し、地域住民その他の社会を構成する多様な主体の参加と協力を得るものとする

とともに、その連携を図りつつ、あまねく全国において展開されなければならない。 

（子どもの食育における保護者、教育関係者等の役割） 

第五条 食育は、父母その他の保護者にあっては、家庭が食育において重要な役割を有して  

 いることを認識するとともに、子どもの教育、保育等を行うものにあっては、教育、保育 

 等における食育の重要性を十分に自覚し、積極的に子どもの食育の推進に関する活動に取

り組むこととなるよう、行われなければならない。 

 （食に関する体験活動と食育推進活動の実践） 

第六条 食育は、広く国民が家庭、学校、保育所、地域その他のあらゆる機会とあらゆる場

所を利用して、食料の生産から消費等に至るまでの食に関する様々な体験活動を行うとと

もに、自ら食育の推進のための活動を実践することにより、食に関する理解を深めること

を旨として、行わなければならない。 

 （伝統的な食文化、環境と調和した生産等への配意及び農山漁村の活性化と食料自給率の

向上への貢献） 

第七条 食育は、我が国の伝統のある優れた食文化、地域の特性を生かした食生活、環境と

調和のとれた食料の生産とその消費等に配意し、我が国の食料の需要及び供給の状況につ

いての国民の理解を深めるとともに、食料の生産者と消費者との交流等を図ることにより、

農山漁村の活性化と我が国の食料自給率の向上に資するよう、推進されなければならない。 

 （食品の安全性の確保等における食育の役割） 

第八条 食育は、食品の安全性が確保され安心して消費できることが健全な食生活の基礎で

あることにかんがみ、食品の安全性をはじめとする食に関する幅広い情報の提供及びこれ

についての意見交換が、食に関する知識と理解を深め、国民の適切な食生活の実践に資す

ることを旨として、国際的な連携を図りつつ積極的に行わなければならない。 

 （国の責務） 

第九条 国は、第二条から前条までに定める食育に関する基本理念（以下「基本理念」とい

う。）にのっとり、食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的に策定し、及び実施する責

務を有する。 

 （地方公共団体の責務） 

第十条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、食育の推進に関し、国との連携を図りつつ、

その地方公共団体の区域の特性を生かした自主的な施策を策定し、及び実施する責務を有
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する。 

  （教育関係者等及び農林漁業者等の責務） 

第十一条 教育並びに保育、介護その他の社会福祉、医療及び保健（以下「教育等」という。）

に関する職務に従事する者並びに教育等に関する関係機関及び関係団体（以下「教育関係

者」という。）は、食に関する関心及び理解の増進に果たすべき重要な役割にかんがみ、基

本理念にのっとり、あらゆる機会とあらゆる場所を利用して、積極的に食育に推進するよ

う努めるとともに、他の者の行う食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとす

る。 

2  農林漁業者及び農林漁業に関する団体（以下「農林漁業者等」という。）は、農林漁業に 

 関する体験活動等が食に関する国民の関心及び理解を増進する上で重要な意義を有するこ

とにかんがみ、基本理念にのっとり、農林漁業に関する多様な体験の機会を積極的に提供

し、自然の恩恵と食に関わる人々の活動の重要性について、国民の理解が深まるよう努め

るとともに、教育関係者等と相互に連携して食育の推進に関する活動を行うよう努めるも

のとする。 

 （食品関連事業者等の責務） 

第十二条 食品の製造、加工、流通、販売又は食事の提供を行う事業者及びその組織する団

体（以下「食品関連事業者等」という。）は、基本理念にのっとり、その事業活動に関し、

自主的かつ積極的に食育の推進に自ら努めるとともに、国又は地方公共団体が実施する食

育の推進に関する施策その他の食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

 （国民の責務） 

第十三条 国民は、家庭、学校、保育所、地域その他の社会のあらゆる分野において、基本

理念にのっとり、生涯にわたり健全な食生活の実現に自ら努めるとともに、食育の推進に

寄与するよう努めるものとする。 

 （法制上の措置等） 

第十四条 政府は、食育の推進に関する施策を実施するため必要な法制上又は財政上の措置

その他の措置を講じなければならない。 

 （年次報告） 

第十五条 政府は、毎年、国会に、政府が食育の推進に関して講じた施策に関する報告書を

提出しなければならない。 

第二章 食育推進基本計画等 

 （食育推進基本計画） 

第十六条 食育推進会議は、食育の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

食育推進基本計画を作成するものとする。 

2  食育推進基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

 一 食育の推進に関する施策についての基本的な方針 

 二 食育の推進の目標に関する事項 

 三 国民等の行う自発的な食育推進活動等の総合的な促進に関する事項  

 四 前三号に掲げるもののほか、食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項 

3   食育推進会議は、第一項の規定により食育推進基本計画を作成したときは、速やかにこ

れを農林水産大臣に報告し、及び関係行政機関の長に通知するとともに、その要旨を公表

しなければならない。 

4  前項の規定は、食育推進基本計画の変更について準用する。 

 （都道府県食育推進計画） 

第十七条 都道府県は、食育推進基本計画を基本として、当該都道府県の区域内における食

育の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県食育推進計画」という。）を作成す
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るよう努めなければならない。 

2  都道府県（都道府県食育推進会議が置かれている都道府県にあっては、都道府県食育推

進会議）は、都道府県食育推進計画を作成し、又は変更したときは、速やかに、その要旨

を公表しなければならない。 

 （市町村食育推進計画） 

第十八条 市町村は、食育推進基本計画（都道府県食育推進計画が作成されているときは、

食育推進基本計画及び都道府県食育推進計画）を基本として、当該市町村の区域内におけ

る食育の推進に関する施策についての計画（以下「市町村食育推進計画」という。）を作成

するよう努めなければならない。 

2  市町村（市町村食育推進会議が置かれている市町村にあっては、市町村食育推進会議）

は、市町村食育推進計画を作成し、又は変更したときは、速やかに、その要旨を公表しな

ければならない。 

第三章 基本的施策 

 （家庭における食育の推進） 

第十九条 国及び地方公共団体は、父母その他の保護者及び子どもの食に対する関心及び理

解を深め、健全な食習慣の確立に資するよう、親子で参加する料理教室その他の食事につ

いての望ましい習慣を学びながら食を楽しむ機会の提供、健康美に関する知識の啓発その

他の適切な栄養管理に関する知識の普及及び情報の提供、妊産婦に対する栄養指導又は乳

幼児をはじめとする子どもを対象とする発達段階に応じた栄養指導その他の家庭における

食育の推進を支援するために必要な施策を講ずるものとする。 

 （学校、保育所における食育の推進） 

第二十条 国及び地方公共団体は、学校、保育所等において魅力ある食育の推進に関する活

動を効果的に促進することにより子どもの健全な食生活の実現及び健全な心身の成長が図

られるよう、学校、保育所等における食育の推進のための指針の作成に関する支援、食育

の指導にふさわしい教職員の設置及び指導的立場にある者の食育の推進において果たすべ

き役割についての意識の啓発その他の食育に関する指導体制の整備、学校、保育所等又は

地域の特色を生かした学校給食等の実施、教育の一環として行われる農場等における実習、

食品の調理、食品廃棄物の再生利用等様々な体験活動を通じた子どもの食に関する理解の

促進、過度の痩（そう）身又は肥満の心身の健康に及ぼす影響等についての知識の啓発そ

の他必要な施策を講ずるものとする。 

  （地域における食生活の改善のための取組の推進） 

第二十一条 国及び地方公共団体は、地域において、栄養、食習慣、食料の消費等に関する

食生活の改善を推進し、生活習慣病を予防して健康を増進するため、健全な食生活に関す

る指針の策定及び普及啓発、地域における食育の推進に関する専門的知識を有する者の養

成及び資質の向上並びにその活用、保健所、市町村保健センター、医療機関等における食

育に関する普及及び啓発活動の推進、医学教育等における食育に関する指導の充実、食品

関連事業者等が行う食育の推進のための活動への支援等必要な施策を講ずるものとする。 

 （食育推進運動の展開） 

第二十二条 国及び地方公共団体は、国民、教育関係者等、農林漁業者等、食品関連事業者

等その他の事業者もしくはその組織する団体又は消費生活の安定及び向上等のための活動

を行う民間の団体が自発的に行う食育の推進に関する活動が、地域の特性を生かしつつ、

相互に緊密な連携協力を図りながらあまねく全国において展開されるようにするとともに、

関係者相互間の情報及び意見の交換が促進されるよう、食育の推進に関する普及啓発を図

るための行事の実施、重点的かつ効果的に食育の推進に関する活動を推進するための期間

の指定その他必要な施策を講ずるものとする。 

2  国及び地方公共団体は、食育の推進に当たっては、食生活の改善のための活動その他の
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食育の推進に関する活動に携わるボランティアが果たしている役割の重要性にかんがみ、

これらのボランティアとの連携協力を図りながら、その活動の充実が図られるよう必要な

施策を講ずるものとする。 

 （生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等） 

第二十三条 国及び地方公共団体は、生産者と消費者との間の交流の促進等により、生産者

と消費者との信頼関係を構築し、食品の安全性の確保、食料資源の有効な利用の促進及び

国民の食に対する理解と関心の増進を図るとともに、環境と調和のとれた農林漁業の活性

化に資するため、農林水産物の生産、食品の製造、流通等における体験活動の促進、農林

水産物の生産された地域内の学校給食等における利用その他のその地域内における消費の

促進、創意工夫を生かした食品廃棄物の発生の抑制及び再生利用等必要な施策を講ずるも

のとする。 

 （食文化の継承のための活動への支援等） 

第二十四条 国及び地方公共団体は、伝統的な行事や作法と結びついた食文化、地域の特色

ある食文化等我が国の伝統ある優れた食文化の継承を推進するため、これらに関する啓発

及び知識の普及その他の必要な施策を講ずるものとする。 

 （食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、研究、情報の提供及び国際交流の推

進） 

第二十五条 国及び地方公共団体は、すべての世代の国民の適切な食生活の選択に資するよ

う、国民の食生活に関し、食品の安全性、栄養、食習慣、食料の生産、流通及び消費並び

に食品廃棄物の発生及びその再生利用の状況等について調査及び研究を行うとともに、必

要な各種の情報の収集、整理及び提供、データベースの整備その他食に関する正確な情報

を迅速に提供するために必要な施策を講ずるものとする。 

2  国及び地方公共団体は、食育の推進に資するため、海外における食品の安全性、栄養、

食習慣等の食生活に関する情報の収集、食育に関する研究者等の国際的交流、食育の推進

に関する活動についての情報交換その他国際交流のために必要な施策を講ずるものとする。 

第四章 食育推進会議等 

 （食育推進会議の設置及び所掌事務） 

第二十六条 農林水産省に食育推進会議を置く。 

2  食育推進会議は、次に揚げる事務をつかさどる。 

 一 食育推進基本計画を作成し、及びその実施を推進すること。 

 二 前号に挙げるもののほか、食育の推進に関する重要事項について審議し、及び食育の

推進に関する施策の実施を推進すること。 

 （組織） 

第二十七条 食育推進会議は、会長及び委員二十五人以内をもって組織する。 

 （会長） 

第二十八条 会長は、農林水産大臣をもって充てる。 

2  会長は、会務を総理する。 

3  会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

 （委員） 

第二十九条 委員は、次に揚げる者をもって充てる。 

 一 農林水産大臣以外の国務大臣のうちから、農林水産大臣の申し出により、内閣総理大

臣が指定する者 

 二 食育に関して十分な知識と経験を有する者のうちから、農林水産大臣が任命する者  

2   前項第二号の委員は、非常勤とする。 

 （委員の任期） 

第三十条 前条第一項第二号の委員の任期は、二年とする。ただし、補欠の委員の任期は、
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前任者の残任期間とする。 

2   前条第一項第二号の委員は、再任されることができる。 

 （政令への委任） 

第三十一条 この章に定めるもののほか、食育推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、

政令で定める。 

 （都道府県食育推進会議） 

第三十二条 都道府県は、その都道府県の区域における食育の推進に関して、都道府県食育

推進計画の作成及びその実施の推進のため、条例で定めるところにより、都道府県食育推

進会議を置くことができる。 

2   都道府県食育推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、都道府県の条例で定める。 

 （市町村食育推進会議） 

第三十三条 市町村は、その市町村の区域における食育の推進に関して、市町村食育推進計

画の作成及びその実施の推進のため、条例で定めるところにより、市町村食育推進会議を

置くことができる。 

2   市町村食育推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、市町村の条例で定める。 

附  則 

 （施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して一月を超えない範囲内において政令で定める日

から施行する。 

[ 平成一七年七月政令二三五号により、平成一七・七・一五から施行 ] 

 （内閣府設置法の一部改正） 

第二条 内閣府設置法の一部を次のように改正する。 

[ 次のよう略 ] 

附 則[ 平成二一年六月五日法律第四九号抄 ] 

 （施行期日） 

第一条 この法律は、消費者庁及び消費者委員設置法（平成二十一年法律第四十八号）の施  

 行の日[ 平成二一年九月一日 ] から施行する。 [ 後略 ] 

           附 則[  平成二七年九月一一日法律第六六号抄  ] 

 （施行期日） 

第一条 この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。ただし、次の各号に揚げる規定  

 は、当該各号に定める日から施行する。 

 一 附則第七条の規定 公布の日 

 二 [ 略 ] 

 （食育基本法の一部改正に伴う経過措置） 

第四条 この法律の施行の際現に第二十五条の規定による改正前の食育基本法第二十六条第  

 一項の規定により置かれている食育推進会議は、第二十五条の規定による改正後の食育基

本法第二十六条第一項の規定により置かれる食育推進会議となり、同一性をもって存続す

るものとする。 

 （政令への委任） 

第七条 附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措

置は、政令で定める。 
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所　属 氏　名 電話番号

健康づくり課長 濵田　義昭 
（５７４４）１６６０

（内線）２９２１

生活衛生課　 浅田　真由子 （５７６４）０６９7

調布地域健康課　栄養士 鎌田　万里子 （３７２６）４１４６

調布地域健康課　栄養士 小串　倫子 （３７２６）４１４６

子育ち支援課  子育ち支援担当 髙味　育子
（５７４４）１６０９

（内線）３０７２

多摩川児童館　志茂田分館
志茂田おおたっ子ひろば

石井　真理 （３７３３）３７３３

保育サービス課
本羽田保育園　園長

蛭田　弥生 （３７４５）０５５０

保育サービス課
馬込保育園　栄養士

山縣　薫 （３７７２）６９２３

学務課保健給食担当　栄養士 宇佐見　智子
（５７４４）１４３１
（内線）８３７４９

学務課保健給食担当 植竹　優菜
（５７４４）１４３１
（内線）８３７５1

指導課　指導主事 桑原　宏一
（５７４４）１４３６
Fax03-5744-1665

指導課　栄養教諭（糀谷中学校） 青木　慧太
（５７４４）１４３６
Fax03-5744-1665
糀谷中学：（3744）2661

健康づくり課
栄養担当

湯木　実結 
（５７４４）１６８３

（内線）２９６７

健康づくり課
栄養担当

串田　朋子
（５７４４）１６８３

（内線）２９６７

令和7年度　食育推進検討会担当者一覧
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